
　北薩地域振興局では，平成 30年３月に策定された「かごしま未来創造ビジョン」に沿って，北薩地域に
おける地域特有の課題やポテンシャル，分野別の取組方針などを示す「北薩地域　地域振興の取組方針」
を策定しました。
　その概要について紹介します。
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「北薩地域　地域振興の取組方針」を策定しました。2

■人口は，20万 3千人（2015 年）から 30年後には推計で 13万 7千人に減少する見込み
■65歳以上の人口の割合は，31.9％(2015 年 ) から，42.0％(2045 年 ) に上昇する見込み
■大規模な工場や原子力発電所など製造業，エネルギー関連産業の従事者が多い
■食品関連産業のウェイトが高い（養鶏，養殖ブリ，たけのこなど）
■農水産業や食品加工業に従事する外国人技能実習生が増加

時代の潮流と北薩地域の現状・課題第１章

▲養殖ブリ

■川内川，出水平野，雲仙天草国立公園など豊かな自然環境
■柑橘類，たけのこ，鶏，ブリなど安心・安全で豊富な食
■ツル渡来地，武家屋敷群など個性ある歴史と多彩な文化
■エネルギー産業，新幹線停車駅，ジビエなど地域資源等を活用した個性ある産業
■豊富な「ウェルネス」（健康・癒やし・長寿）素材
　川内川，甑島の自然，武家屋敷群，きらりと光る温泉，農山漁村の体験，風光明媚な海岸線など　

北薩地域のポテンシャル第２章

１．教育・文化・スポーツ
　■地域に根ざした学校づくりの推進
　■郷土を愛し，郷土に誇りをもつ心の育成
　■地域の文化財と観光とを結びつけた取組の推進　等
２．保健・医療・福祉
　■住民が安心して医療を受けられる体制の整備
　■地域包括ケアの推進　等
３．環境・エネルギー
　■スマートハウスなど新しい生活様式の普及促進　等
４．まちづくり
　■交通ネットワーク体系の整備（南九州西回り自動車道，北薩横断道路等）　
　■肥薩おれんじ鉄道の維持・存続
　■原子力防災対策の充実･強化　等
５．地域産業
　■農林水産業の担い手の育成・確保及び食の安心・安全等の推進　
　■再造林や間伐等の実施による多様で健全な森林づくりの推進
　■地域資源を生かした広域・体験型観光の開発
　■若者，女性，高齢者，障害者が働きやすい地域づくり
　■外国人と共生する地域づくり　等

分野別の取組方針第３章
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　北薩地域振興局では，この取組方針に沿って，
北薩を元気にするための施策を積極的に進めてまいります。

　人口減少，ＩＣＴの急速な発展が進む中，
地域のあり方が非常に難しくなっていると感
じる。 都会の真似をしても仕方がないので，
都会と共にどう生きるか。 共生の考え方が
大切である。

　若者を県外に流出させな

いため， 局において家庭や

企業 ・大学 ・専門学校 ・

高校等をつなぎ連携を深め

る取組を盛り込めないか。

　地元にいかに残すかという

ことを親や先生が考えていか

なければならない。 そうしな

いと地域がつぶれてしまう。

特に地域を愛するというのは

子どもよりもまず親， そして

地元で働いている我々が考

えなければならないと思う。

　住んでる私たちが誇りを持つ郷土

を愛する気持ちが必要，それを子ど

もたちに伝え， 一回出たとしても，

10 年後， 20年後郷土に帰りたい

という気持ちを育んで行くことがで

きたらと思う。

　観光について 「あ

るものを活かす」 と

いう視点を盛り込ん

でいただきたい。

　人材不足は， ど

の業種でも共通の

課題。 外国人の受

入も規制が厳しく，

課題も多い。 労働

力の確保について

の取組の方向性を

盛り込んで

いただきたい。

　地域に帰ってきたいとい

う声もたくさんある。 実際

に移住している人もいる。

そのための地域づくりとい

うのが一番大切と思い，

取り組んでいる。

　地域に伝わる

伝統行事を各地

域で掘り起こして

いけたら地域に

元気が出ると思

う。

　高齢者が輝けるような， いきいき

できる場所にしていければいい。

　外国人観光客のキャッシュレス化

への対応が急務である。

▲肥薩おれんじ鉄道

▲川薩地区のハウスきんかん


